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BIMの日シンポジウム（主催：設計・生産の情報化小委員会）

取り組みの効果測定

主催 日本建築学会 情報システム技術委員会 設計･生産の情報化小委員会 
後援 空気調和･衛生工学会、建築保全センター、 

日本ファシリティマネジメント協会、buildingSMART Japan 

 当小委員会は設計・生産における ICT 活用の状況を調査するとともに、これを取り巻く職能・
職域、組織といった周辺環境について調査研究を進めてきた。今回のシンポジウムでは小委員会
傘下のＷＧの活動報告を行ったうえで、各分野の先進的、先導的な事例を専門家に発表していた
だき、「BIM から広がる新しい価値」と題したパネルディスカッションを開催する。建築やそれ
を取り巻く業務に求められる価値を考えることで、BIM の位置付けを改めて見直し、今後の活
用のヒントにすることができればと考えている。 

日 時 2022 年 2 月 22 日（火） 13:00～17:40 
会 場 電子会議システム ZOOM を利用したオンライン 
定 員 300 名（申込み先着順） 

タイムテーブル

司会 
13:00～13:10 主旨説明 主査  

第 1 部 設計・ 生産の情報化小委員会WG 報告 
13:10～13:30 報告１．建築情報学技術研究ＷＧ 
13:30～13:50 報告２．IPD コラボレーション研究 WG 
13:50～14:10 報告３．情報連携技術 WG 

木村謙（エーアンドエー） 
幡宮祥平（安井建築設計事務所）

種田元晴（文化学園大学） 
飯島憲一（大阪電気通信大学） 
柴田英昭（ＦＭシステム） 

14:10～14:20 休憩 

第２ 部 BIM  から広がる新しい価値 
14:20～14:45 「建築性能の見える化による SDGs への貢献」  林立也（千葉大学） 
14:45～15:10 「デジタルツインが切り拓く近未来の世界～映画の世界が現実に～」

及川洋光（清水建設） 
15:10～15:35 「from Room to Planet Mixed Reality～空間デジタル技術の拡がり」 

伊藤武仙（ホロラボ） 
15:35～16:00 「BIM はいかに民主化されるのか？～設計・製造・施工の外の人、ConTech 

スタートアップが考える BIM の価値」             今井亮介（アンドパッド）
16:00～16:10 小休憩 
16:10～17:30 パネルディスカッション コーディネーター 安井謙介（日建設計）

パネリスト（前掲）：林立也、及川洋光、伊藤武仙、今井亮介 

17:30～17:40 まとめ 上嶋泰史（U’s Factory）
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参加費 ： 会員 2,000 円、後援団体会員 2,500 円、会員外 3,500 円、学生（会員／会員外）1,000 円 
申込 URL ： https://www.aij.or.jp/event/detail.html?productId=653594 
申込締切 ： 2 月 17 日（木） 
問合せ ： 事務局 事業グループ 高畑 Tel.03-3456-2057 

タイムテーブル

当小委員会では設計・生産における ICT 活用の状況について、その歴史、活用方法、プロセスに

ついて研究するとともに、これを取り巻く職能・職域、組織といった周辺環境について調査研究を進

めてきた。その一環として、2015 年より毎年 2 月に「BIM の日シンポジウム」を開催してきた。7

回目を迎える今回は、「BIM の再定義～ BIM って何でしたっけ？」をテーマに掲げ、これまでの

BIM の取組事例の知見を整理し、改めて BIM の価値、今後のビジョンを議論するシンポジウムを開

催する。まず、小委員会下部の４つの WG の活動報告を行う。その後、BIM に造詣が深い実務者を

招いて「BIM の再定義～これからの BIM」と題したパネルディスカッションを行い、今後の建築プ

ロセスと BIM の関係性として目指すべき方向を議論する。

BIMの日 2021シンポジウム

「BIMの再定義～BIMって何でしたっけ？」

主催 日本建築学会 情報システム技術委員会 設計･生産の情報化小委員会

後援（予定） 空気調和･衛生工学会、建築保全センター、日本ファシリティマネジメント協会、

   buildingSMART Japan

  司会：木村謙（エーアンドエー）

13:00 ～ 13:10 主旨説明 幡宮祥平（安井建築設計事務所）

第 1 部 設計・生産の情報化小委員会 WG 報告

13:10 ～ 14:30  報告１．設計・生産の情報化実態調査 WG 山極邦之（大林組）
  報告２．建築情報学技術研究ＷＧ 種田元晴（種田建築研究所）
  報告３．情報連携共通化 WG 上嶋泰史（U’ s Factory）
  報告４．IPD コラボレーション研究 WG 飯島憲一（大阪電気通信大学）

14:30 ～ 14:40  休憩

第２部 BIM の再定義～ BIM って何でしたっけ？

14:40 ～ 16:00   「あなたにとっての BIM とは何ですか？」に応えていただくかたちで、これまでの BIM 取組や、それを

  通じて得た BIM に対する気づきについて語っていただく。

  山梨知彦（日建設計）
  関戸博高（スターツコーポレーション /Unique Works）
  石津優子（ジオメトリエンジニアリングラボ）
  中沢英子（大林組）

16:00 ～ 17:30  パネルディスカッション「これからの BIM を再定義する」
  前段の発表をもとに、これからの BIM に取り組むにあたって我々が共有すべき価値、ビジョンについて

  を議論したい。

  コーディネーター：猪里孝司（大成建設）
  パネリスト   ：山梨知彦（前掲）
   関戸博高（前掲）
   石津優子（前掲）
   中沢英子（前掲）

17:30  ～ 17:40 まとめ  鹿島孝（竹中工務店）

日 時  2021 年 2 月 17 日（水） 13:00 ～ 17:40
会 場  電子会議システム ZOOM を利用したオンライン
定 員  200 名（申込み先着順）

参加費（資料代含む）：
日本建築学会会員 2,500 円 後援団体会員 3,000 円 会員外 3,500 円 学生 2,000 円（事前クレジットカード払い）

申込方法 ：
WEB 事前申込み 日本建築学会 催し物 公募一覧 ▶https://www.aij.or.jp/event/detail.html?productId=637595

問合せ先：日本建築学会事務局 事業グループ 高畑 Tel. 03-3456-2057
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参加者数の推移
（ BIMの日シンポジウム）

取り組みの効果測定
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BIMによって変わる組織―職能? 職域?―

続・BIM によって変わる組織 ―職能 ? 職域 ?― 

BIM によって変わる組織 ―マネジメント・建築生産― 

BIM はどこを目指すべきか ~他産業に学ぶ~ 

BIM によって なくなるもの・うまれるもの

〇〇のための BIM 

BIM の再定義~ BIM って何でしたっけ?（オンライン）

BIMから広がる新しい価値（オンライン）
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情報・システム・利用・技術シンポジウム
（主催：情報システム技術委員会）

• 国際：Internationalization
– 国内外から最先端の基調講演者を招聘（2017〜）

– OpenConfによる論文投稿・査読の電子化（2018〜）

• 交流：Communication
– スマートフォンを利用した基調講演の同時通訳（2019〜）

– 小委員会によるOS・ポスターセッション（2019〜）

– 技術展示

• 公開：Publication
– 基調講演の同時ビデオ配信・YouTubeでの公開（2017〜）

– 論文集の電子化と学会HP上での公開（1978〜）

– 若手優秀発表賞（2019〜）

取り組みの効果測定
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情報・システム・利用・技術シンポジウム

取り組みの効果測定
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情報シンポの取り組み

取り組みの効果測定

-2016 2017 2018 2019 2020 2021

開催方式 対面 対面 対面 対面 フルオンライン ハイブリッド

公式HP（日英） ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

完全電子投稿 ✓ ✓ ✓ ✓

論文フォーマット改訂 ✓

オンライン出版 ✓

オンライン決済 ✓ ✓

インタラクティブ発表 ✓ ✓ ✓

若手優秀発表賞 ✓ ✓ ✓

基調講演等YouTubeライブ配信 ✓ ✓ ✓ ✓ ※1

基調講演同時通訳 ✓ ✓ ✓ ✓

基調講演等YouTubeオンデマンド ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

SNS (Twitter, FB) ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

協賛企業 6 6 9 12 10 8

集合写真 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

スナップ写真共有 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

コーヒーブレイク ✓

カンファレンスバッグ ✓

懇親会 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

特別後援による講演者招へい ✓
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発表数・参加者数の推移
（情報・システム・利用・技術シンポジウム）

取り組みの効果測定
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情報シンポ2021 アンケート結果（N=76/224 33.9%）

取り組みの効果測定
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建築情報教育の実態調査アンケート
（http://news-sv.aij.or.jp/jyoho/s1/education/aie-q.html）

• 調査の概要
– 調査対象：大学(建築関係学科)名簿 2020 年版

– 調査期間： 2021 年 3 月 17 日(水)〜4 月 16 日(金)

– 調査方法： Webアンケート

情報システム技術委員会


